
第六回「慰安婦」問題の早期解決をめざす豊中学習会        すてっぷ登録団体助成金事業 

(配布期限：2012.1.14) 

 

日本軍「慰安婦」被害者に国の謝罪を！ 

 

 

≪お話≫ 沖縄で出会った「慰安婦」 

川田 文子 さん （ジャーナリスト、作家） 

 「慰安所」は、国内各地にも設置されていました。沖縄にも、約 130

カ所もあったことが明らかになっています。 

沖縄に残された「慰安婦」被害者の裴奉奇（ペポンギ）さんの証言を

「赤瓦の家—朝鮮から来た従軍慰安婦」（1987 年）にまとめた著者から

聴きます。大変貴重なお話です。 

 

 

 
<日  時> 2012 年 1 月14 日（土） 14:00～16:30 

       ＜14:00～ 映画上映、15:00～ お話＞ 

<場  所> とよなか男女共同参画推進センター すてっぷ セミナー室 1 

      阪急豊中駅すぐ西側・エトレ豊中 5F   TEL 06-6844-9773  

<参 加 費> 500 円  ※事前申込不要 

<一時保育> 対象（1 歳～小学 3 年）、保育料（子ども一人に 

付き 525 円）、裏面でお申込みください。 

<主  催> (公社)ｱﾑﾈｽﾃｨ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ日本 北摂ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

        「慰安婦」問題の解決を求める北摂ﾈｯﾄﾜｰｸ・豊中 

（連絡先 ０９０－６１８５－９９９５） 

<協   賛> （財）とよなか男女共同参画推進財団 
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≪映画≫ ドキュメンタリー 

「終わらない戦争」 
ある日、日本軍がやってきた。そして、「私の青

春は終わった」 閉じ込められ、繰り返された兵隊

からの性暴力。｢慰安所｣から逃げようとして受け

た暴行。身体中に、キズ痕が今も残る…。 

被害者を苦しみから解き放つために、加害者は、

戦後 何をしてきたのか！ オランダ・中国・韓国・

フィリピンの被害者の証言から見えてくる日本軍

｢慰安婦｣問題の本質。世界の戦時下では、今も繰

り返されている女たちへの性暴力。 

今、私たちにできることを一緒にやりましょう。

ぜひご覧ください。 


